
BIMUTASII を使用した解析手順 

心電図・脈波や呼吸の解析 

3-2) RR 間隔 または Peak to Peak 間隔 をテキスト出力する 

波形のピークを検出し、その間隔を時系列で表示した後で、テキスト出力を行います。 

テキスト出力することで、表計算ソフト上での加工や、他ソフトへの読込が可能になります。 

 

以下の２つの表示では、それぞれテキスト出力する方法が異なります。 

1. ピークをそのまま表示している場合 [間隔テキスト] ·················································· 4-3-9 

2. ピークを時系列で表示している場合 [間隔トレンド] ················································· 4-3-13 

 

 

1. ピークをそのまま表示している場合 [間隔テキスト] 

 
＜操作の流れ＞ 

↓ ①RR 間隔 または Peak to Peak 間隔を表示する。 

↓ ②タブ領域のピークリストを確認する。 

↓ ③タブ領域内を選択し、コピーする。 

 ④表計算ソフト上で貼り付ける。 

 

①RR 間隔 または Peak to Peak 間隔を表示する。 

「心電・脈波や呼吸の解析 3-1) RR 間隔または Peak to Peak 間隔を表示する」の手順に従い、下図のように間隔

テキストを表示させます。 

 

 

②タブ領域のピークリストを確認する。 

タブ領域を拡大して、ピークリストを表示させます。 

 

この位置にマウスをあわせると、カーソルが   に変化します。 

そのまま左ボタンを押しながら、上に引き上げます。 
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右端のスクロールを最上段まで押し上げます。 

 

スクロールバーにマウスを合わせ、 

左ボタンを押しながら 

最上段まで押し上げます。 

 
 
ピークリストが作成されていることを確認できます。 

 

ピークリストが作成されています。 

 
 

 

③タブ領域内を選択し、コピーする。 

「編集」メニューの「タブ情報」から「全て選択」を選びます。 

 

 

続けて、「編集」メニューの「タブ情報」から「コピー」を選びます。 
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④表計算ソフト上で貼り付ける。 

表計算ソフト（例：Excel）を起動します。 

 

 

表計算ソフト上で「貼り付け」を選びます。 

 

 

生波形上でのピーク位置 (X Value 時間)、ピーク位置での縦軸値(Y Value)、ピークとピークの間隔(Interval 

Time)が表計算ソフトに表示されます。グラフ等の加工を行うことができます。 
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2. ピークを時系列表示している場合 [間隔トレンド] 

 
＜操作の流れ＞ 

↓ ①RR 間隔 または Peak to Peak 間隔を表示する。 

 ②テキスト出力する。 

 

①RR 間隔 または Peak to Peak 間隔を表示する。 

「心電・脈波や呼吸の解析 3-1) RR 間隔または Peak to Peak 間隔を表示する」の手順に従い、下図のように間隔

トレンドを表示させます。 

 

 

②テキスト出力する。 

「ファイル」メニューの「キッセイコムテック共通テキストファイル」を選択します。 

 

 

テキスト出力する先頭位置で、クリックをします。 

  

出力する先頭位置でクリックします。 
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テキスト出力する終端位置で、クリックします。 

  

終端位置でクリックします。 

 

 

テキストデータを保存するダイアログが表示されます。 

保存場所を決め、「保存」を押すとテキスト出力が完了します。 

  

データ名称を入力します。

保存位置を決定します。 

 

 

注：キッセイコムテック共通テキストファイルについて 
当社独自のヘッダ構造を持つテキストファイルです。 

フォーマットについては、「付録 2 テキストファイルフォーマット」を御覧ください。 

 

テキストエディタ（例：NotePad）でテキストデータ（拡張子 . kct）を開くことができます。 
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